
 

 

 

令和 7 年度山口県臨床検査技師会 

精度管理調査報告 

 

細胞検査部門 
  



 

設問 施設回答 回答数 比率(％) 

1 正解 1.NILM:カンジダ 24 100 

2 正解 3.LSIL:軽度異形成 24 100 

3 
正解 1.良性気管支上皮細胞 23 96 

3.大腸癌の転移(腺癌) 1 4 

4 

正解 2.扁平上皮癌 22 92 

5.大細胞神経内分泌癌 2 8 

5 

正解 3.腺癌（前立腺癌の膀胱浸潤） 23 96 

1.デコイ細胞 1 4 

6 正解 3.悪性リンパ腫 24 100 

7 正解 1.線維腺腫 24 100 

8 正解 5.腺癌 24 100 

9 正解 3.乳頭癌 24 100 

10 

正解 5.腺癌 23 96 

3.基底細胞腺腫 1 4 

11 正解 2.反応性リンパ節炎 24 100 

12 
評価対象外 

正解 2.腺癌 14 58 

4.腺扁平上皮癌 10 42 

 

 

 



【設問 1】 

年齢・性別：50 代・女性 

検体：膣断端 

臨床所見：10 年前に子宮頚癌にて子宮全摘 

写真：図 1 Pap 対物×20、図 2 Pap 対物×60 

選択肢 1. NILM:カンジダ 2. NILM:トリコモナス 

 3. LSIL:軽度異形成 4. HSIL:上皮内癌 5. SCC:扁平上皮

癌 

  
 図 1 図 2 

(解説) 

分岐状構造を示す仮性菌糸がみられます。カンジダ症です。扁平上皮細胞に異型

はみられません。 

 

 

【設問 2】 

年齢・性別：40 代・女性 

検体：子宮膣部 

臨床所見：健診 

写真：図 1 Pap 対物×20、図 2 Pap 対物×60 

選択肢 1. NILM:頚管腺細胞 2. NILM:化生細胞 3. LSIL:軽度異形成 

 4. HSIL:上皮内癌 5. Adenocarcinoma:腺癌 

  
 図 1 図 2 

 



 

(解説) 

きれいな背景に、核腫大、クロマチンの増量、核形不整を示す表層型の扁平上皮

細胞が出現しています。また、HPV 感染を示唆するコイロサイトーシスがみら

れます。LSIL:軽度異形成を考える細胞像です。 

 

 

【設問 3】 

年齢・性別：70 代・男性 

検体：気管支ブラシ擦過 

臨床所見：左肺下葉結節影、肺癌疑い 

写真：図 1 Pap 対物×40、図 2 Pap 対物×100 

選択肢 1. 良性気管支上皮細胞 2. 扁平上皮癌 3. 大腸癌の転移(腺癌) 

 4. 甲状腺癌の転移(乳頭癌) 5. 腎癌の転移(明細胞癌) 

  
 図 1 図 2 

(解説) 

高円柱状の上皮細胞が柵状配列を呈する集塊でみられます。大腸癌の転移では

柵状配列は特徴的な所見ですが、本症例では、背景に壊死は認めず、細胞異型は

認めても軽度で、さらに線毛や刷子縁も確認できます。良性気管支上皮細胞を考

える細胞像です。 

 

 

【設問 4】 

年齢・性別：70 代・男性 

検体：気管支ブラシ擦過 

臨床所見：右肺下葉腫瘤影、肺癌疑い 

写真：図 1 Pap 対物×10、図 2 Pap 対物×20、図 3 Pap 対物×40 

図 4 Pap 対物×40 

選択肢 1. 良性気管支上皮細胞 2. 扁平上皮癌 3. 腺癌 

 4. 小細胞癌 5. 大細胞神経内分泌癌 



  
 図 1 図 2 

  
 図 3 図 4 

(解説) 

背景に少量の壊死物質を伴って、N/C 比が高く、クロマチンの増量した異型細

胞が集塊状でみられます。流れ様配列や細胞集塊辺縁の扁平化の所見がみられ

ることから、扁平上皮癌を考える細胞像です。 

 

 

【設問 5】 

年齢・性別：80 代・男性 

検体：膀胱洗浄尿(LBC) 

臨床所見：膀胱鏡にて膀胱内に腫瘤あり 

写真：図 1 Pap 対物×20、図 2 Pap 対物×40 

選択肢 1. デコイ細胞 2. 悪性リンパ腫 3. 腺癌（前立腺癌の膀胱浸潤） 

 4. 低異型度尿路上皮癌 5. 高異型度尿路上皮癌 



  
 図 1 図 2 

(解説) 

アンブレラ細胞と尿路上皮細胞がみられるなかに、異型上皮細胞が孤在性から

小集塊で出現しています。異型細胞は、核が腫大し、核形不整、核クロマチンの

増量、明瞭な核小体がみられます。腺癌（前立腺癌の膀胱浸潤）を考える細胞像

です。免疫染色にて、PSA は陽性、GATA3、CK7 は陰性でした。 

 

 

【設問 6】 

年齢・性別：50 代・男性 

検体：膀胱洗浄液(LBC) 

臨床所見：小腸腫瘤。膀胱浸潤疑い 

写真：図 1 Pap 対物×40、図 2 Pap 対物×100 

選択肢 1. 尿路上皮細胞 2. 小細胞癌 3. 悪性リンパ腫 

 4. 低異型度尿路上皮癌 5. 高異型度尿路上皮癌 

  
 図 1 図 2 

(解説) 

尿路上皮細胞の小集塊とともに、異型細胞が散在性に出現しています。異型細胞は中型

からやや大型で、N/C 比が高く、核形不整と核小体が目立ちます。悪性リンパ腫を考

える細胞像です。免疫染色にて、CD20（L26）は陽性、CD3 は陰性でした。 

 

 

 



【設問 7】 

年齢・性別：40 代・女性 

検体：乳腺穿刺吸引 

臨床所見：右乳腺腫瘍 

写真：図 1 Pap 対物×10、図 2 Pap 対物×40 

選択肢 1. 線維腺腫 2. 乳管癌 3. 粘液癌 

  4. 髄様癌 5. 小葉癌 

  
 図 1 図 2 

(解説) 

裸核状の細胞を背景に、筋上皮細胞を伴うシート状の上皮細胞集塊が見られます。配列

は整っており、核異型も乏しいです。二相性も確認でき、線維腺腫を考える細胞像です。 

 

 

【設問 8】 

年齢・性別：70 代・男性 

検体：右胸水 

臨床所見：胃癌術後フォロー中に CT にて胸水の貯留を認めた 

写真：図 1 Pap 対物×20、図 2 Pap 対物×60、図 3 PAS 対物×60 

選択肢 1. 中皮細胞 2. 組織球 3. 扁平上皮癌 

 4. 小細胞癌 5. 腺癌 

  
 図 1 図 2 



 
 図 3 

(解説) 

好中球やリンパ球、組織球とともに、上皮様結合を示す異型細胞集塊が出現して

います。異型細胞集塊は核が偏在性で、重積がみられます。また、細胞質に PAS

反応陽性を示す粘液がみられます。腺癌の転移を考える細胞像です。 

 

 

【設問 9】 

年齢・性別：60 代・男性 

検体：右甲状腺穿刺吸引 

臨床所見：特になし 

写真：図 1 Pap 対物×10、図 2 Pap 対物×40 

選択肢 １. 亜急性甲状腺炎 ２. 髄様癌 ３. 乳頭癌 

 ４. 未分化癌 ５. 大腸癌の転移 

  
 図 1 図 2 

(解説) 

大小の細胞集塊が見られ、乳頭状様の重積を伴う集塊が出現しています。核内細

胞質封入体や核溝も散見され、乳頭癌を考える細胞像です。 

 

 

 

 

 



【設問 10】 

年齢・性別：70 代・女性 

検体：顎下腺穿刺吸引細胞診 

臨床情報：左顎下部に可動性不良の硬結 

写真：図 1 Pap×対物 20、図 2 Pap×対物 40、図 3 Pap×対物 100 

 図 4 Giemsa×対物 40 

選択肢 1. ワルチン腫瘍 2. 多形腺腫 3. 基底細胞腺腫 

 4. 扁平上皮癌 5. 腺癌 

  
 図 1 図 2 

  
 図 3 図 4 

(解説) 

不規則な重積性のある乳頭状集塊が出現しています。出現した細胞は淡い細胞

質を有しており、強拡大では強い核異型を認めます。ギムザ染色でも間質性粘液

はみられません。生検で腺癌と診断されましたが、手術はされずに化学療法を行

っています。ワルチン腫瘍は耳下腺に好発し、リンパ球を背景にシート状または

乳頭状に N/C 比の小さい上皮細胞を認めます。細胞質は顆粒状で異型は乏しい

です。多形腺腫は耳下腺に好発する可動性の良い腫瘤で、上皮細胞がシート状か

ら管状に出現し、間質性粘液や筋上皮細胞や軟骨様成分など多彩性を認めます。

基底細胞腺腫は耳下腺に好発し、分枝状、島状集塊を認め、核は均一で大小不同

に乏しく、細胞質は乏しいとされています。扁平上皮癌は層状の流れのある集塊

で出現し、厚みのある細胞質を有します。 

 

 



【設問 11】 

年齢・性別：60 代・女性 

検体：リンパ節穿刺吸引細胞診 

臨床所見：PET 検査で頸部リンパ節に集積あり 

写真：図 1 Pap 対物×40、図 2 Pap 対物×100、図 3 Giemsa 対物×100 

選択肢 1. サルコイドーシス 2. 反応性リンパ節炎 

  3. ホジキンリンパ腫 4. びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫 

  5. 小細胞癌の転移 

  
 図 1 図 2 

 
 図 3 

(解説) 

Lymphoglandular body を背景に、10μm 以下の小型リンパ球が主体で出現し

ており、中型や大型のリンパ球が散在しています。また tingible body 

macrophage を認めます。個々のリンパ球では異型はみられません。サルコイド

ーシスでは類上皮細胞やラングハンス巨細胞が出現すること、ホジキンリンパ

腫では小リンパ球を主体とした背景に、大型のホジキン細胞や多核の Reed-

sternberg 細胞を認めること、小細胞癌の転移では結合性のある N/C 比の大き

な腫瘍細胞がみられることから除外できます。びまん性大細胞型 B 細胞リンパ

腫では大型で異型の強いリンパ球が単調に出現しますが本症例では小型リンパ

球が主体で、出現している中型から大型のリンパ球に異型はみられません。 

 

 

 



【設問 12】(評価対象外) 

年齢・性別：60 代・女性 

検体：胆管ブラシ擦過洗浄検体 

臨床所見：肝門部胆管狭窄、肝門部胆管癌疑い 

写真：図 1 Pap 対物×10、図 2 Pap 対物×40、図 3 Pap 対物×100 

 図 4 Pap 対物×100 

選択肢 １. 良性胆管上皮細胞 ２. 腺癌 ３. 扁平上皮癌 

 ４. 腺扁平上皮癌 ５. 小細胞癌 

  
 図 1 図 2 

  
 図 3 図 4 

(解説) 

背景には変性・壊死様の物質がみられます。胆管擦過や胆汁検体ではしばしば経

験されますが、変性が強く、細胞所見の不明瞭な症例です。また本症例は胆汁で

はありませんが、細胞集塊では、細胞診ガイドライン「貯留胆汁細胞診の細胞判

定基準」の①細胞集塊の判定基準：不規則な重積、核の配列不整、集塊辺縁の凹

凸不整を満たしており、悪性と判断できます。索状配列や腺腔様の配列がみられ、

明らかな扁平上皮癌成分や、小細胞癌を示唆する細胞所見は認めません。腺癌を

考える細胞像です。 


